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SC シリーズ

水晶振動子  2013

　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

仕　　様  条　　　件

ご指定ください

0.1μWmax.も可能

+25 3 C、初年度

32.768kHz
20×10ー6

+25 5 C
(ー3.0 1.0)×10ー8/ C2

7.0pF, 9.0pF, 12.5pF
70k max.
0.5μW max.
0.1μW typ.
1.0pF typ.
3×10ー6

ー40 C ～ +85 C
ー55 C ～ +125 C

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

単品での保存

SC-32S

基本仕様

・厚さ0.75mmの超薄型タイプ
・高密度実装に適したSMDタイプ
・優れた耐衝撃性、耐熱性
・完全Pbフリー
・信頼性の高いフォトリソグラフィー加工の水晶振動子

を内蔵

携帯電話、PHS、タブレットPC、デジタルカメラ、カー
オーディオ、GPSモジュール、FMチューナーモジュー
ル、モバイル機器、各種マイコンサブクロック等

特　　長

用　　途

NEW

単位：mm

1.0 1.01.5

1.
8#2#1

#2#1

#2#1

3.2±0.1

1.
5±

0.
1

0.
75

±0
.1

1.7Typ

CO.2

備考：回路基板設計の際は、水晶振動子搭載部（下面）に回路パターンを設けないでください。

外形寸法 内部接続図

推奨ランドパターン図

SC-32S SC-32S

SC-32S

単位：mm
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　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

仕　　様  条　　　件

ご指定ください

0.1μWmax.も可能

+25 3 C、初年度

32.768kHz
20×10ー6

+25 5 C
(ー3.0 1.0)×10ー8/ C2

(7pF), 9pF, 12.5pF
90k max.
0.5μW max.
0.1μW typ.
1.3pF typ.
3×10ー6

ー40 C ～ +85 C
ー55 C ～ +125 C

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

単品での保存

SC-20S

基本仕様

・厚さ0.6mmの超薄型タイプ
・高密度実装に適したSMDタイプ
・優れた耐衝撃性、耐熱性
・完全Pbフリー
・信頼性の高いフォトリソグラフィー加工の水晶振動子
を内蔵

携帯電話、PHS、タブレットPC、デジタルカメラ、カー
オーディオ、GPSモジュール、FMチューナーモジュー
ル、モバイル機器、各種マイコンサブクロック等

特　　長

用　　途

NEW

単位：mm
1.5

0.7

1.
4

#2#1

#2#1

単位：mm

2.05±0.1

0.
6 

m
ax

.

1.0

1.
2±

0.
1

備考：回路基板設計の際は、水晶振動子搭載部（下面）に回路パターンを設けないでください。

外形寸法 内部接続図

推奨ランドパターン図

SC-20S SC-20S

SC-20S
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SSP-T シリーズ

水晶振動子  2013

　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

仕　　様
32.768kHz
20×10ー6

+25 5 C

（－3.5 1.0）×10ー8/ C2

3.7pF, 4.4pF, 6.0pF
65k  max.
1μW
0.01μW
0.8pF typ.
3×10ー6

ー40 C～+85 C

ー55 C～+125 C

条　　　件

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

+25 3 C、初年度

単品での保存

・一般用の水晶振動子（負荷容量12.5pF）品に比べ、待
機時の消費電力を1/10に削減

・優れた低ドライブ特性
・RoHS適合品

SSP-T7-FL（低消費電力マイコン用SMD低CL発振子）

・待機電力の低減を狙った家電製品
・長寿命化が求められる電池駆動の機器

特　　長

用　　途

基本仕様

■注意事項
SSP-T7-FLは、超低消費電力マイコン専用の仕様となっております。発振トラブルの原因となりますので、通常マイ
コンには使用しないでください。
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　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

仕　　様
32.768kHz
20×10ー6

+25 5 C

（－3.5 1.0）×10ー8/ C2

7.0pF/12.5pF
65k  max.
1μW
0.1μW
0.8pF typ.
3×10ー6

ー40 C～+85 C

ー55 C～+125 C

条　　　件

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

+25 3 C、初年度

単品での保存

単位：mm

1.2

0.
6

0.
3

0.
6

5.1 1.2

1#

4#

2#

3#

・厚さ1.4mmの超薄型タイプ
・高密度実装に適したSMDタイプ
・信頼性の高いフォトリソグラフィー加工のシリンダー型

水晶振動子を内蔵
・優れた耐衝撃性、耐熱性
・RoHS適合品

単位：mm

6.7
0.10.1

0.
3

0.
15

0.
55

0.
3

7.0 max.

1.
5 

m
ax

.

1.
4 

m
ax

.

4# 3#

1# 2#

1.
05

0.55 0.6

4# 3#

1# 2#

備考1．2#、3#は他のデバイスやGNDに接続しないでください。
　　2．モールド部より内蔵の金属ケースの一部が見える場合がありますが、特性に影響はありません。
　　3．回路基板設計の際は、水晶振動子搭載部（下面）に回路パターンを設けないでください。

SSP-T7-F

携帯電話、PHS、タブレットPC、デジタルカメラ、カー
オーディオ、GPSモジュール、FMチューナーモジュール、
ZigBee、各種マイコンサブクロック、モバイル機器等

特　　長

用　　途

基本仕様

外形寸法 内部接続図

推奨ランドパターン図

SSP-T7-FL / SSP-T7-F SSP-T7-FL / SSP-T7-F

SSP-T7-FL / SSP-T7-F
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VT シリーズ
VT-200-FL（低消費電力マイコン用低CL発振子）

基本仕様

・一般用の水晶振動子（負荷容量12.5pF）品に比べ、待
機時の消費電力を1/10に削減

・優れた低ドライブ特性
・RoHS適合品
・完全鉛フリー

・待機電力の低減を狙った家電製品
・長寿命化が求められる電池駆動の機器

特　　長

用　　途

■注意事項
VT-200-FLは、超低消費電力マイコン専用の仕様となっております。発振トラブルの原因となりますので、通常マイコ
ンには使用しないでください。

　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

仕　　様  条　　　件

+25 3 C、初年度

32.768kHz
20×10ー6

+25 5 C
(ー3.5 0.8)×10ー8/ C2

3.7pF, 4.4pF, 6.0pF
50k max.
1μW
0.01μW
0.9pF typ.
3×10ー6

ー40 C ～ +85 C
ー40 C ～ +85 C

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

単品での保存
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VT シリーズ

�

　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

仕　　様 条　　　件
32.768kHz

( 5×10ー6), 10×10ー6, 20×10ー6

+25 5 C
(ー3.5 0.8)×10ー8/ C2

4.5 ～ 12.5pF
50k max.
1μW
0.1μW
0.9pF typ.
3×10ー6

ー10 C ～ +60 C
ー30 C ～ +70 C

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

単品での保存

+25 3 C、初年度

時刻表示およびタイマー用クロック、リモコン、電力・
水道メーター、その他各種マイコンサブクロック

単位 : mm

VT-150-F

(  0.22)φ

φ

5.0 max. 5.0 min.

(0
.4

5)

1.5
 m

ax
.

VT-200-FL / VT-200-F

(  0.26)

6.0 +0.10
−0.15 5.0 min.

(0
.6

5)

2.
0 

m
ax

.
φ

φ

・小型のシリンダー形状
・フォトリソグラフィー加工
・優れた耐衝撃性、耐環境性
・RoHS適合品
・完全鉛フリー

VT-150-F/VT-200-F

単位 : mm

特　　長

用　　途

基本仕様

外形寸法
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VT シリーズ

　　　　項　　目
公称周波数
周波数許容偏差
頂点温度
二次温度係数
負荷容量
直列抵抗
絶対最大励振レベル
推奨励振レベル
並列容量
周波数経年変化
動作温度範囲
保存温度範囲

+25 3 C、初年度

仕　　様
32.768kHz
20×10ー6

+25 5 C
(ー3.5 1.0)×10ー8/ C2

6.0 ～ 12.5pF
50k  max.
1μW
0.1μW

条　　　件

0.8pF typ.

3×10ー6

ー20 C ～ +60 C
ー30 C ～ +70 C

記　号
f_nom
f_tol
Ti
B
CL
R1

DLmax.
DL
C0
f_age
T_use
T_stg

特記無き場合の条件（測定温度：25 2 C、DL：0.1μW）

単品での保存

・小型1.2φのシリンダー形状
・フォトリソグラフィー加工
・優れた耐衝撃性、耐環境性
・RoHS適合品
・完全鉛フリー

単位: mm

4.7max. 5.0min.

1.2
ma
x.

（
0.
3）

（　0.18）

VT-120-F

VT-120-F

各種マイコンサブクロック、小型・薄型腕時計

特　　長

用　　途

基本仕様

外形寸法
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水晶製品の取扱いについて

11

ハーメチック
ガラス

リード

ケース
ケース

ハーメチック
ガラス

リード

カケ ピンセット or 
   ペンチ

ケース

リード

ハンダ
基板

0.5mm 0.5mm

ハンダ

D

L
ハンダ

L＞D

実装時の留意点
リードタイプの振動子
・構造

シリンダータイプの振動子（VT、VTC）は、ハーメチックガラスシールとなっております（図［1］、［2］参照）。

・リードの曲がりの修正方法

(1)	 リードの曲がりを修正する場合や、振動子を取り外す場合などに、振動子のリードを強く引っ張りますと、 
ガラス部にヒビが入り、ケース内部の真空度の低下による特性の劣化や振動子の破壊につながります 
（図［3］参照）。 

(2)	 リードの曲がりを修正する場合は、ケース根元側のリードを押さえて曲がっている部分を上下から押さえるよ
うにして修正してください（図［4］参照）。

・リードの曲げ方法 
(1)	 リード線を曲げてからハンダ付けする場合にはケースから0.5mm以上ストレート部分を残して曲げるようにし

てください。ストレート部を残さずに曲げるとガラスのカケを生じます。（図［5］、［6］参照）。
(2)	 リード線をハンダ付けしてからリードを曲げる場合は、必ず、ケースの直径以上の長さを残すようにしてくだ

さい（図［7］参照）。

・ハンダ付け方法
ハンダ付け箇所はリード線ガラスシール部から1.0mm以上離れた部分のみとし、ケースにはハンダ付けしないで 
ください。
また、高温、長時間の加熱は特性の劣化や振動子の破壊につながる場合がありますので、リード部への加熱は
300℃以下で5秒以内（ケース部は 150℃以下）としてください。

水晶振動子が倒れた際にリードが引っ張られない
ようにケース部から基板までのリードの長さ (L)
をケースの直径 (D) より長くしてください。

ケース部に直接ハンダ付けしますと、真空度が低下して特性劣化およ
び破壊の原因となります。

	 図［1］	 図［2］

	 図［3］	 図［4］

	 図［5］	 図［6］	 図［7］
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水晶製品の取扱いについて

100 150 200 25050

50

100

150

200

250
10±1sec.

260°C peak.
250±10°C
220°C

170±10°C
50±10sec.

120±20sec.

温
度 (

℃)

時間（sec.）

※温度は、基板表面温度を示す

SMDタイプの振動子
・ハンダ付け方法

(1) リフローの温度条件を以下に示します。（図［8］参照）

洗浄にあたって
音叉型振動子は、小型、薄型の振動片を用いていることや、比較的超音波洗浄器の周波数に近いことから、共振破壊 
されやすいため、超音波洗浄は行わないようにお願いいたします。

機械的な衝撃に関して
(1)	 水晶製品は、設計上、75cmの高さから硬質木板上に3回落下しても大丈夫なように設計されておりますが、落下時

の条件によっては水晶片が破壊される場合もあります。落下されたり、または衝撃が加えられた場合には、ご使用
前に発振チェックなどの確認をされるようお勧めします。

(2)	 SMD水晶製品は、抵抗やコンデンサのチップ部品と異なり、内部に水晶片を封止しておりますので、自動実装時の
衝撃や超音波振動で基板にケースを溶着する際による影響については、別途、ご使用前に貴社にてご確認をお願い
致します。

(3)	 機械的振動源（超音波振動源を含む）と弊社音叉型振動子の同一基板上への実装はできるだけ避けるようにして 
ください。やむを得ず同一基板上に実装する場合は、事前に貴社にてご確認をお願い致します。

SMD 製品のハンダ付け条件例（260℃ peak：鉛フリー品）

図［8］
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発振回路の設計について

13

発振周波数と負荷容量（CL）
負荷容量（CL）は、振動子を発振回路で使う条件として決めるためのもので、発振回路において振動子の両端子から
発振回路側を見た実効的な直列等価静電容量で表されます（図［12］参照）。
発振回路の負荷容量によって、振動子の周波数が変化します。目的とする周波数精度を得るには発振回路と振動子の
負荷容量のマッチングが必要です。ご使用にあたっては振動子の負荷容量に発振回路の負荷容量を合わせてください。

(×10−6)

120

100

80

60

40

20

0

−20

−40

5 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28
負荷容量 CL

VT-200-F  32.768kHZ
CL=12.5PF

Typ.

△f/f0

（pF）

周
波
数
偏
差

↑

→

X'tal
Cg Cd Cds

Rd

Rf

Cgs

Cos

負荷容量：CL

Cs=回路の浮遊容量

CL= ＋Cs
Cg・Cd
Cg＋Cd

図［12］

励振レベル（または、ドライブレベル：DL）
水晶振動子の励振レベルは、振動子の動作状態における（消費）電力または、電流のレベルで表示されます（図［9］、
［10］、［11］参照）。過大な電力で振動子を動作させますと、周波数の不安定などの特性の劣化を生じたり、水晶片
の破壊を招く恐れがあります。ご使用にあたっては、絶対最大励振レベルを超えない範囲で回路設計をしてください。

L1 C1 R1

C0

Rf

IX

Cg Cd

Rd

水晶振動子 発振回路

IX

CLLe

Re −R

励振レベル: DL
2IX・Re
R1(1＋C0/CL)
　振動子に流れる電流
　振動子の実効抵抗

2
DL=　
Re=　
IX:
Re:

図［9］水晶振動子の等価回路 図［10］発振回路例 図［11］振動子と発振回路との関係

図［13］周波数負荷容量特性例
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発振回路の設計について
発振余裕度
振動子が発振回路で安定な発振をするためには、回路の負性抵抗が、振動子の等価直列抵抗に対して充分大きい（発振
余裕度が大きい）ことが必要です。発振余裕度は振動子の等価直列抵抗の5倍以上を推奨致します。

発振余裕度評価方法の例
振動子と直列に純抵抗 Rx を付加し、発振の開始

（停止）を確認します。Rx の値を徐々に大きくし、
発振が開始（停止）する最大抵抗 Rx に振動子の
実効抵抗 Re を加えたものをその回路の概略の 
負性抵抗とします。

負性抵抗   ¦－ R¦ = Rx ＋ Re

¦－ R¦ が、振動子の等価直列抵抗の最高値 R1max.

に対して 5 倍以上。

※ Re は発振時の実効抵抗値です

　Re = R1（1＋  　  ）
2

Rd

Rx
Cd

Rf

Cg

C0
CL

周波数温度特性について
音叉型水晶振動子の周波数温度特性は左のグラフの
ように＋25℃を頂点に負の2次曲線を示します。温度
範囲が広くなるほど、周波数変化量が大きくなりま
すのでご使用の温度範囲と必要精度を考慮する必要
があります。

周波数温度特性の近似式

f_tem = B（T−Ti）2

B	：二次温度係数
T	：任意の温度
Ti	：頂点温度

Typ.
Tp＝25℃
　＝−3.5×10   /℃B 2

 −20 −10  0 10 20 30 40 50 60 70(℃)

0

−10

−20
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−40

−50

−60

(×10    )
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周
波
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偏
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−6 

　周波数温度特性例

図［14］
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標準的な梱包状態については、以下の通りとなります。

SSP-T7-FL / SSP-T7-F
T 17.0
t 1.2

12
0° 120°

3-2.2 0.5

21
0.

8 13
0.2

18
0

50

 
0

– 
1.

5

+
 1

.0
 

0

19.4 1.0
17+ 1.0

 0

●リール形状
SSP-T7-FL / SSP-T7-F

単位: mm

製品名 １梱包の数量 １袋の数量 １箱の袋の数量
VT-120-F 10,000個 1,000個/袋 10袋/1箱

10,000個
10,000個

VT-150-F
VT-200-FL / VT-200-F / VTC-200-F 500個/袋

500個/袋 5,000個/袋
20袋/1箱

20袋/1箱 2袋/1箱

ポリエチレン袋に詰めた後、箱詰めし、送品します。

箱詰め梱包

SSP-T7-FL / SSP-T7-F / SC-32S / SC-20S
3,000個

製品名
１リールの数量

＜注＞少量の場合（1梱包に満たない数量、または、端数が出た場合など）には、異なる場合もあります。

テーピング梱包

テープ＆リールの形態

SC-32S
T 15.4
t 1.2

3-2

21φ

13
φ

18
0

φ

60φ

15.4

12
0° 120°

13

SC-32S

単位: mm
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梱包方法について

●エンボステープ形状

B

4.0±0.1

2.0±0.1

4.0±0.11.55±0.05

0.3±0.05

1.4±0.1

B

A A

1.5 + 0.1
 0

1.0 + 0.1
 0

1.
75

0.
1

7.
2

0.
1

(4
.8

)

W

Section A-A

Section B-B

●リールの取扱いについて

（1）	製品は常温常湿の環境（JIS Z-8703試験所の標準状態を参考）で保管してください。また長期にわたる保管は避
け、開封後は直ちに実装してください。
常温常湿（温度：+15〜35℃　湿度25〜85％RH）

（2）	外装箱およびリールの取扱いは慎重にしてください。
外圧がかかるとリールおよびテープが変形する場合があります。

SSP-T7-FL / SSP-T7-F

SSP-T7-FL / SSP-T7-F
7.5
16.0W

単位: mm

SC-20S
T 11.4
t 1.2

3-2

21φ

13
φ

18
0

φ

60φ

11.4

12
0° 120°

9

SC-20S

単位: mm

W

1.0

1.5

B

2

1.
75

P4

1.9

A-A

B-B

0.30

1.0
5°

P4

B

AA 3.
6

5°

SC-32S

SC-32S
5.5
12.0W

単位: mm

W

1.0

1.5

B

2

1.
75

P4

1.4

A-A

B-B

0.29

0.75

5°

P4

B

AA 2.
25

5°

SC-20S

SC-20S
3.5
8.0W

単位: mm
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水晶事業部の環境管理活動

水晶事業の取り組み
1.	 環境配慮型製品作り	

・	欧州RoHS指令（電気電子機器の中の特定有害物質の使用制限指令）および各国法規制（REACH規制など）への適合

新たな材料の採用条件の一つに環境アセスメントの実施を規定しています。

アセスメントでは、材料にRoHS指令の対象物質を含む、法規制で指定する禁止対象物質を含んでいないかを調査し、

RoHS指令およびその他の規制への適合を実現しています。（一部に除外事項に該当する部材を使用している場合がありま

す）

・	ハロゲンフリーへの対応

臭素、塩素に代表される「ハロゲン物質」を高濃度で含むプラスチックなどを焼却すると有害ガス（ダイオキシン）が発

生します。ガスの発生元となる臭素系及び塩素系の難燃剤を使用していない製品を｢ハロゲンフリー製品｣と呼び、水晶事

業部では全ての製品のハロゲンフリー化を実現し環境にやさしい製品を提供しています。

・	SIIグリーン商品基準への適合

環境に配慮した製品で一定の基準に達した製品はSIIグリーン商品として認定されます。 

水晶事業部の製品はすべてSIIグリーン商品認定品です。

2.	 省エネルギーを推進し、地球温暖化防止に寄与します。

・	製造プロセスの省エネルギー化への取り組み

空調設備の効率運転等の施策を進め、売り上げを拡大する中で、CO2排出量を削減しております。

3.	 省資源への取り組み

・	製造工程で使用する部材の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を積極的に推進し、ゼロエミッションを継続して

おります。また、日々の生産活動においても、水使用量の削減、廃棄物の削減、化学薬品の削減など省資源への取り組み

を実施しています。

4.	 グリーン購入への取り組み

・	SIIグループでは｢グリーン購入基準｣を設定し、仕入先に協力していただいてグリーン購入を推進しています。

5.	 グリーンライフ

・	県立太平山自然公園に隣接した立地条件を考慮し、緑化活動や工場周辺の河川、公園などのクリ−ン活動を実施していま

す。

SIIグループの環境理念
SIIグループは、企業活動と地球環境との調和をめざし、3つのグリーン
「グリーンプロセス・グリーンプロダクツ・グリーンライフ」を基本コンセプトとし、
環境活動に取り組み、全ての生命と共生できる持続可能な社会の実現に貢献します。
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